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和歌山県の推計人口（2025(令和７)年４月１日現在） 

「和歌山県人口調査」結果 
 

  

【2025（令和７）年４月１日現在の人口・世帯数と１年間の増減】 

１ 人口総数・・・29 年連続の減少 

① 総人口  872,359 人（男 411,204 人、女 461,155 人） 

② 増減数  ▲12,268 人（男▲5,695 人、女▲6,573 人） 

③ 増減率  ▲1.39％ 

 

２ 市町村別の人口増減・・・30 市町村で減少 

① 減少率の低い市町村（上位３位）・・・日高町 （対前年比▲0.21％） 

                  岩出市    （同▲0.33％） 

                  上富田町   （同▲0.34％） 

② 減少率の高い市町村（上位３位）・・・九度山町（対前年比▲3.82％） 

由良町    （同▲3.58％） 

古座川町   （同▲3.08％） 

       

３ 人口動態・・・自然増減数は減少幅が拡大、社会増減数は減少幅が縮小 

① 自然増減数  ▲10,499 人 

（出生数 4,468 人  死亡数 14,967 人） 

② 社会増減数  ▲1,769 人 

（転入数 14,235 人  転出数  16,004 人） 

 

４ 世帯数・・・世帯数、１世帯当たりの平均構成人員ともに減少 

① 395,175 世帯 ▲269 世帯の減 （対前年比▲0.07％） 

② １世帯当たりの平均構成人員 2.21 人（同▲0.03 人） 

 

 

 

 

------【和歌山県人口調査】結果について----- 

この調査は 1967（昭和 42）年に開始しており、今回は 2020（令和２）年 10 月１日現在の人口・世帯数（国

勢調査確定値）を基に、各市町村からの報告による 2025（令和７）年３月 31 日までの毎月の住民基本台帳登録

者数等の増減を加算して算出したものです。 

 なお、県内市町村間の転出入は、転入市町村からのデータにより計算されています。 

 統計アクセス用 URL  https://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/020300/wtoukei.html 

 

https://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/020300/wtoukei.html
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１ 人口総数  

  2025（令和７）年４月１日現在の本県人口は、872,359人 

  全国総人口（12,340万人※）の約 0.71％ 

  ※総務省統計局人口推計月報 2025（令和７）年４月１日現在概算値 

１年前に比べ 12,268 人減少し、対前年増減率は▲1.39％となった。1997（平成９）年に減少に転

じた後、29年連続で減少している。 

 

表１ 県人口推移（各年４月１日現在） 
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２ 市町村別の人口増減 

   2024（令和６）年４月１日から 2025（令和７）年３月 31 日までの１年間での人口は全 30 市町村

において減少している。 

減少率の低い市町村は、日高町▲0.21％（▲16人）、岩出市▲0.33％（▲177人）、上富田町▲0.34

％（▲52人）である。 

一方、減少率が高い市町村は、九度山町▲3.82％（▲138 人）、由良町▲3.58％（▲177 人）、

美浜町▲3.08％（▲69人）となっている。＜資料１、資料２＞ 

 

３－１ 人口動態                 

  2024（令和６）年４月１日から 2025（令和７）年３月 31 日までの１年間の人口動態を見ると、12,268

人減少、増減率は▲1.39％である。 

前年同期１年間（2023（令和５）年４月１日から 2024（令和６）年３月 31 日）は、11,304 人の

減少、増減率▲1.26％であり、前年同期に比べ減少幅が拡大した。 

 

表２ 出生・死亡・転入・転出者数の推移（各年４月１日現在） 
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３－２ 自然動態  

2024（令和６）年４月１日から 2025（令和７）年３月 31日までの１年間の出生数は 4,468人、死

亡数は 14,967人であった。出生数から死亡数を引いた自然増減数は▲10,499人となり、1998（平成

10）年以降、28年連続のマイナスとなった。 

前年同期１年間（2023（令和５）年４月１日から 2024（令和６）年３月 31日）との比較では、出

生数が▲377人（4,845人→4,468人）、死亡数が 590 人（14,377人→14,967人）であり、自然動態

における減少数は拡大した（▲9,532人→▲10,499人）。＜資料３＞ 

 

３－３ 社会動態 

 2024（令和６）年４月１日から 2025（令和７）年３月 31日までの１年間の県外（国外含む。）

からの転入数は 14,235人、県外（国外含む。）への転出数は 16,004人であった。 

この結果、1,769人の転出超過であり、社会増減は 1996（平成８）年以降、30年連続のマイナス

となった。 

  また、県内市町村間での移動者数は、9,618人であった。＜資料４＞ 

 

４ 世帯  

  2025（令和７）年４月１日現在の本県の世帯数は、395,175 世帯で、１年前に比べて 269 世帯、

0.07％減少した。 

  また、１世帯当たりの平均構成人員は 2.21人で、前年に比べて 0.03人減少した。 

  １世帯当たりの平均構成人員を市町村別にみると、多い順に日高町（2.53 人）、みなべ町

（2.52 人）、有田川町（2.51 人）の順となった。 

  一方、少ないのは、北山村（1.77 人）、古座川町（1.86 人）、すさみ町（1.94 人）の順であっ

た。＜資料５＞  
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表３ 世帯数の推移（各年４月１日現在） 

世帯数
１年間の
増減数

対前年
増減率

１世帯当たりの
平均構成人員

世帯 世帯 ％ 人

1996 366,801 3,744 1.03 2.94

1997 370,169 3,368 0.92 2.91

1998 372,507 2,338 0.63 2.89

1999 374,937 2,430 0.65 2.86

2000 377,164 2,227 0.59 2.84

2001 380,092 2,928 0.78 2.80

2002 381,277 1,185 0.31 2.78

2003 382,650 1,373 0.36 2.75

2004 383,300 650 0.17 2.73

2005 383,603 303 0.08 2.71

2006 385,303 1,700 0.44 2.68

2007 387,458 2,155 0.56 2.64

2008 389,170 1,712 0.44 2.61

2009 391,035 1,865 0.48 2.58

2010 392,614 1,579 0.40 2.56

2011 393,040 426 0.11 2.54

2012 393,187 147 0.04 2.52

2013 392,921 ▲ 266 ▲ 0.07 2.50

2014 392,874 ▲ 47 ▲ 0.01 2.48

2015 392,587 ▲ 287 ▲ 0.07 2.46

2016 392,138 ▲ 449 ▲ 0.11 2.44

2017 392,664 526 0.13 2.42

2018 392,779 115 0.03 2.40

2019 393,180 401 0.10 2.38

2020 393,492 312 0.08 2.35

2021 395,000 1,508 0.38 2.32

2022 394,771 ▲ 229 ▲ 0.06 2.30

2023 395,509 738 0.19 2.27

2024 395,444 ▲ 65 ▲ 0.02 2.24

2025 395,175 ▲ 269 ▲ 0.07 2.21

注１） 1996(平成８)年～2020(令和２)年の数値は、国勢調査確定値をもって補正している。

注２） 2021(令和３)年以降の数値は、2020(令和２)年国勢調査確定値を基に推計している。

注３） 国勢調査は、病院･診療所の入院者、社会福祉施設の入所者等を、棟ごとに１世帯と定義するため、補正修正を

行うことにより世帯数は減少します。


